
 
 

「２１世紀ＣＯＥプログラム」（平成１５年度採択）中間評価結果 

機 関 名  名古屋大学 拠点番号 Ｈ１０ 

申請分野 機械・土木・建築・その他工学 

拠点プログラム名称 

(英訳名) 

情報社会を担うマイクロナノメカトロニクス 

  (Micro- and Nano-Mechatronics for Information-Based Society)    

研究分野及びキーワード <研究分野：機械工学>(マイクロメカトロ二クス)(情報システム)(ナノマイクロ加工) (MEMS)(ナノ機械科学)   

専攻等名 

工学研究科マイクロ・ナノシステム工学専攻（平成16年4月1日付けで工学研究科ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ工学専攻より改組），機械理工

学専攻（平成16年4月1日付けで機械工学専攻，機械情報ｼｽﾃﾑ工学専攻，電子機械工学専攻より改組），計算理工学専攻

（平成16年4月1日付けでﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ工学専攻所属の事業推進担当者1名の所属変更），航空宇宙工学専攻 

事業推進担当者 (拠点リーダー名)  三矢 保永 教授  他 １６名 

 

◇拠点形成の目的、必要性・重要性等：大学からの報告書（平成１７年４月現在）を抜粋 

＜本拠点がカバーする学問分野について＞  

 マイクロナノ領域の機械科学を探求し，その成果をマイクロナノメカトロニクス技術として融合し，応用技術として高度情
報社会の社会基盤となるシステム化技術を開発することにより，ナノテクノロジーを実用化する技術を体系化する． 

＜本拠点の目的＞ 
 21世紀には，産業構造・社会構造に大きな変革をもたらす基盤技術として，ナノテクノロジーの発展が期待されている．
これに応えるために，1) 基礎研究としてナノ機械科学（機械分野におけるナノ理工学）を推進し，2) 機械基盤技術として
ナノ領域の加工・制御・計測・運動技術を融合して，体系的なマイクロナノメカトロニクスを構築し，3) さらに高度情報社会
においてインフラストラクチャとなる三つのシステム（情報機械・情報知能化ロボット・生命情報医療）を提供できる研究拠
点を形成する 

＜計画：当初目的に対する進捗状況等＞ 

 当初目的は，ほぼ計画通りに進展している．管理運営にあたる月例の運営委員会（7名）を設置し，関連専攻のすべて
の教員が関わる一般担当者拡大会議までを階層とする組織を構築した．また，事業推進者間の目的意識・研究進捗状
況の共有化が進み，本拠点の特色である研究段階と専門分野を２軸とする２次元マトリックス研究組織が順調に稼動し始
めた．ポスドクの採用（4名），大型設備の設置などにより，充実した研究体制が構築できた．博士学生のCOE研究員の雇
用（57名），若手プロジェクトの推進（20件）など若手研究者の育成のために，研究費のほぼ半分をこれに充当した．ま
た，COEシンポジウムの開催（7回），COE社会連携セミナーの開催（10回）など，産学連携の強化を含む情報発信基地と
しての施策を実施した． 

＜本拠点の特色＞ 

 21世紀の共通基盤技術であるナノテクノロジーを，機械工学の関連する分野において「実用に耐える技術として仕立
てあげる」ための研究と教育を，基礎科学から応用技術まで含めて一貫して実施する点に，本拠点の特色がある．このた
めに，研究の発展段階に応じた三階層別と，システム化技術に対応した三つの分野別の二次元マトリクス組織を採用し
て，目的意識の高い一体的な組織を構築し，専門分野と発展段階が融合した組織的な研究活動を展開している． 

＜本拠点のＣＯＥとしての重要性・発展性＞ 
ナノテクノロジーを実用に供するためには，本拠点の目的であるマイクロナノ領域におけるシステム化（物作り）技術を

確立することは必須であり，本拠点の重要性はまさにこの点にある．本拠点は，世界に先駆けて設立した（'94年）マイクロ
システム工学専攻が中核となっており，先導的な研究実績と卓越した人材により，世界をリードし，拠点としての高い存在
感を維持してきた．また，競争的外部資金の獲得額は，多大である(本期間に重複する総額：23億円)．このような豊富な
研究実績と研究資金により，世界最高水準の研究拠点を継続して維持することが可能な状況にある．  

＜本プログラム終了後に期待される研究・教育の成果＞ 

1) ナノ領域における基礎科学からシステム化技術までの一貫した研究教育を特色とするマイクロナノメカトロニクスの
研究拠点を形成できる．2) 二次元マトリックス構造の組織運営によって，目的意識をもち社会的責任を自覚して，研究と
教育に従事できる．また，システム化技術を経験することによって，異分野との連携を深め，産官学の連携強化により，産
業界で即戦力となる人材を供給できる．3) ナノ領域における相対運動を安定かつ高信頼に実現できる技術により，ナノ
テクノロジーを実用技術として発展させることに貢献できる． 

＜本拠点における学術的・社会的意義等＞ 

 マイクロナノメカトロニクスに関する基礎科学分野から応用技術までを一貫して研究教育を行うことにより，学問分野とし
て体系化することができる．また，情報機械・情報知能化ロボット・生命情報医療の三つのシステムは，ナノナノテクノロジ
ーと密接に関連し，その研究成果を最も有効に活用できる技術分野である．これらのシステム化技術は，高度情報社会
のインフラストラクチャと位置付けられ，新産業を興隆させ，新雇用を創出するとともに，少子高齢化が急速に進展する人
間社会に，より快適な生活環境を提供することが期待できる． 

◇２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における評価                

（総括評価） 

当初計画は順調に実施に移され、現行の努力を継続することによって目的達成が可能と判断され

る。 

 

（コメント） 

個別の基盤的研究活動に関しては目的を達成しつつある。本拠点のシステム化研究においては事

例研究に留まることなく、一般化された知識の体系化すなわち学問化まで踏み込むことが重要であ

る。個別技術の寄せ集めに終わることなく、２１世紀の社会に有効に資することを目標にして、機

械科学と応用技術を繋ぐシステム化技術の体系化を図ることを期待する。 

現行の研究段階と専門分野別を２軸とするマトリックス研究組織による人材育成は特色ある取り

組みである。今後、この趣旨を徹底させるためには、対象専門分野を機械工学に限ることなく、工

学の他分野や、工学を超えた他分野にまで広げることが望まれる。具体的には、基礎科学としての

化学、エレクトロニクス、医学などの分野や、技術と産業・社会の接点となる分野への拡大が考え

られる。 

研究活動における連携についても、異分野間の相互の触発がより活性化されると共に、相互触発

の成果が陽に現れるような研究の推進、組織の運用を期待する。 

 

 

 


